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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

数学的活動を通して，図形や数量についての基礎的な知識及び技能を身に付ける。筋道を立て、粘り強く考え，数学的に表現する力を養う。
そのため数式だけでなく、具体物を使って学習する。受講生一人ひとりが、グラフを使ったり、作図をしたり、折り紙を折ったり、作品づく
りをしたりして、能動的に学修する機会とする。自然科学の発展に、数学の知識は不可欠である。数学の応用面について言及して、数学の実
用性を理解する。また、定理・法則を発見するきっかけとなった出来事を踏まえて、数学の歴史についても適宜、言及する。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method) 講義形式の中に適宜ディスカッションや数学的活動を取り入れ、主体的に参加できる授業を行う。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 数理の世界 ガイダンス　算数・数学における誤概念 □

第2回 数学の起源 人々の生活と数学の起源 □

第3回 数と数字 数字の起源とその進化 □

第4回 記数法の世界 Ｎ進法と記数法の世界 □

第5回 計算の工夫 工夫して計算してみよう。どうしてそうなるの？ □

第6回 指数 指数計算の仕組み □

第7回 除法の活用 わり算を応用していろいろな問題に挑戦してみよう □

第8回 面積 いろいろな図形の面積について考えよう □

第9回 作図 基本の作図から応用へ □

第10回 三平方の定理 三平方の定理について学習を深めよう □

第11回 円周率の話 アルキメデスの方法で円周率を求めてみよう □

第12回 規則性と関数 規則性について考えてみよう □

第13回 生活の中の数学1 GPSの話 □

第14回 生活の中の数学2 地図アプリと数学 □

第15回 数理の世界のまとめ 学習内容のまとめをする □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

次回の課題について調べ、疑問点や深く知りたいことについてまとめる(2時間）。授業を通してのわかりやより深く追究したいことをレポー
トとしてまとめる(2時間）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

次週の授業の初めに、各自のレポートの内容をもとに振り返りの時間をもつ。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019全学共通DP1 既習の数学的知識を深くとらえ直し、日常生活や生涯学習に役立てる視点をもつこ
とができる



■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

80% 20%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

毎回の授業の振り返り、討論を通して必要な能力が習得できたかを評価する。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 授業のテーマに沿った資料を適宜配布する。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


